
 

第
49
回
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
の
決
定
に
つ
い
て 

 
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
、
同
奨
励
賞
お
よ
び
同
特
別
賞
は
、
わ
が
国
の
児
童
文
学
・児
童
文
化
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
、
年
度
ご
と
の
優
れ

た
業
績
に
贈
ら
れ
ま
す
。 

今
回
は
、
二
〇
二
四
年
七
月
か
ら
二
〇
二
五
年
六
月
ま
で
の
一
年
間
に
発
表
さ
れ
た
児
童
文
学
・児
童
文
化
分
野
に
関
す
る
研
究
・評
論
の

中
か
ら
、
日
本
児
童
文
学
学
会
会
員
の
推
薦
等
を
も
と
に
、
日
本
児
童
文
学
学
会
賞
選
考
委
員
会
（水
間
千
恵
委
員
長
・浅
野
法
子
・鵜
野
祐
介
・

佐
藤
宗
子
・横
川
寿
美
子
の
各
委
員
）が
選
考
に
あ
た
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

な
お
、
授
賞
式
は
、
一
一
月
二
九
日
（土
）午
後
四
時
二
〇
分
よ
り
、
当
学
会
第
64
回
研
究
大
会
の
席
上
に
て
行
い
ま
す
。 

 
 
 

二
〇
二
五
年
一
〇
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
本
児
童
文
学
学
会
会
長 

浅
岡 

靖
央 

  

第
49
回
日
本
児
童
文
学
学
会
賞 

◇
川
島
隆 

（か
わ
し
ま
・た
か
し
） 

『ハ
イ
ジ
の
生
み
の
親
ヨ
ハ
ン
ナ
・シ
ュ
ピ
ー
リ
』 

青
弓
社 

二
〇
二
四
年
八
月
二
六
日 

【贈
賞
の
理
由
】 

本
書
は
、
ヨ
ハ
ン
ナ
・シ
ュ
ピ
ー
リ
と
『ハ
イ
ジ
』関
連
資
料
に
つ
い
て
の
、
近
年
の
資
料
発
掘
や
伝
記
研
究
の
成
果
を
活
か
し
、
一

九
世
紀
ス
イ
ス
の
社
会
・文
化
状
況
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
文
学
に
お
け
る
教
養
小
説
の
系
譜
へ
の
同
作
の
位
置
づ
け
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
的
な
観
点

か
ら
の
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
同
作
か
ら
派
生
し
た
メ
デ
ィ
ア
横
断
の
コ
ン
テ
ン
ツ
群
へ
の
鍬
入
れ
と
、
作
家
シ
ュ
ピ
ー
リ
と
「ハ
イ
ジ
」現
象
双

方
の
研
究
を
合
体
さ
せ
た
実
証
的
か
つ
意
欲
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
連
や
人
物
造
型
の
変
化
な
ど
丁
寧
な
作
品
解
釈
が

な
さ
れ
る
一
方
、
「ア
ル
プ
ス
の
少
女
」神
話
の
系
譜
を
歴
史
的
に
も
ジ
ャ
ン
ル
横
断
的
に
も
追
究
す
る
幅
広
さ
を
持
ち
、
比
較
文
学
・比
較
文
化

的
な
意
義
も
強
く
認
め
ら
れ
る
研
究
で
あ
る
。 

【受
賞
者
の
略
歴
】 

京
都
府
生
ま
れ
。
京
都
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
研
究
指
導
認
定
退
学
。
博
士
（文
学
）。
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
教
授
。
専
攻
は
ド
イ
ツ
文
学
。
著
書
に
『カ
フ
カ
の
〈中
国
〉と
同
時
代
言
説―

―

黄
禍
・ユ
ダ
ヤ
人
・男
性
同
盟
』（彩
流
社
、
二
〇
一
〇
）、
『図

説
ア
ル
プ
ス
の
少
女
ハ
イ
ジ―

―

『ハ
イ
ジ
』で
よ
み
と
く
19
世
紀
ス
イ
ス
』（共
著
、
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
三
）な
ど
。 

  

第
49
回
日
本
児
童
文
学
学
会
奨
励
賞 

◇
山
田
昭
子 

（や
ま
だ
・あ
き
こ
） 

『吉
屋
信
子―

―

小
説
の
枠
を
超
え
て
』 

春
風
社 

二
〇
二
四
年
七
月
一
一
日 

【贈
賞
の
理
由
】 

本
書
は
、
童
話
、
少
女
小
説
、
大
衆
小
説
、
評
伝
小
説
、
歴
史
小
説
等
、
複
数
の
ジ
ャ
ン
ル
を
手
が
け
た
多
作
な
作
家
・吉
屋

信
子
の
仕
事
を
年
代
順
に
考
察
し
、
多
数
の
文
献
を
駆
使
し
て
各
ジ
ャ
ン
ル
間
の
関
連
や
接
続
、
共
通
す
る
テ
ー
マ
等
を
解
き
明
か
し
た
力

作
で
あ
る
。
先
行
研
究
を
網
羅
し
取
り
ま
と
め
た
最
終
章
「吉
屋
信
子
の
現
在
と
そ
の
展
望
」と
巻
末
の
作
品
年
表
は
、
本
書
の
考
察
が
い
か

に
堅
実
な
書
誌
研
究
に
支
え
ら
れ
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
今
後
こ
れ
ら
を
土
台
に
し
た
著
者
自
身
の
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
が
望

ま
れ
る
と
共
に
、
広
く
少
女
小
説
研
究
・童
話
研
究
の
新
た
な
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

【受
賞
者
の
略
歴
】神
奈
川
県
生
ま
れ
。
専
修
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
修
了
。
博
士(

文
学)

。
専
修
大

学
・立
正
大
学
ほ
か
の
非
常
勤
講
師
を
つ
と
め
る
。
主
な
論
文
に
、
「『新
女
苑
』に
お
け
る
中
里
恒
子
の
仕
事
」(

『芸
術
至
上
主
義
文
芸
（49）
』、
二

〇
二
三
年
一
一
月)

な
ど
。 

  

第
49
回
日
本
児
童
文
学
学
会
特
別
賞 

◇
該
当
作
な
し 

   

【謝
辞
】  

本
賞
の
運
営
に
あ
た
り
、
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
国
際
児
童
文
学
館
な
ら
び
に
一
般
財
団
法
人
大
阪
国
際
児
童
文
学
振
興
財
団
よ
り
ご
協

力
を
得
ま
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 


